
公益社団法人日本看護協会会長殿

医療行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げま

す。

医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療

事故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療

事故の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されておりま

す。

今般、「医療事故調査・支援センター2023年年報」(以下「年報」という。)が公表

されましたのでお知らせいたします。

相談や医療事故報告等の現況は、別添のとおりです。貴職におかれましては、内容

を御確認の上、貴会会員に対する周知をお願いいたします。

年報につきましては、同センターのホームページ https://艸".medsafe.or.jp/にも

掲載されていますことを申し添えます。

医療事故調査・支援センター2023年年報の公表について

医政安発 03

令和6年3

厚生労働省医政局地域医療計画課

医療安全推進・医務指導室長
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Ⅱ相談・医療事故報告等の現況

別添

本要約版は、数値版の集計結果の中から主要項目を抽出し、報告件数等について2023年1月 1日

~同年12日31日までの状況を、制度開始からの推移あるいは前年比等によりまとめている。

一部のグラフは、 2015年10月~12月のデータを省略している。

なお、数値版については、日本医療安全調査機構のホームページに掲載している。

約版
(2023年)



要約版相談の状況
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相談件数の推移徴値版参考1・(1)・①参剛
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*相手段の大半は電話であるが、それ以外に文書等が數件含まれる。*相談件数を四半期ごとに表記している。

2023年相談件数は2,076件であり、490~530件台ノ四半期で推移していた。
の状況'゜

0

501
495

447

524

553

482 480
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[1,0閃件]f795件][869件][803件][976件] [1,065件][ 765件]遺族等[145件][593件]

*相談者別(「医痩機関」と遺族等」の相談件数を四半期ごしに表託Lている。
*「遺族等」には、生存扇例におUる相談者やその家族が含ミれる。

医痩機閏からの相談は886件、遺控等からの梱静は1,06宇牛であった。

245246

23

240 229

0

170

273

287

165

237
23

256

2023年
の状況

192

22

280

24

240

258

176

205

23

199

203

159

215
217

213

211
189

163

252

185

212

18S 81 176

166

159
173

178

232

255
246

231

291273

219
220

211

.

.

.

司

誤
・
医
療
事
故
報
告
等
の
現
況



3.遺族等の木目談内谷(数値版1・(1)・④参照)
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*「遺族等」には、生存事例における相談者やその家族が含まれる。*1回の対応で複数の相談内容がある場合は、重複計上している。
*「その他」には、制度やセンターの業務に閏するもの等が含まれる。

2023年遺族等からの相談件数は1,213件であり、最も多かった相談内容は「医療事故報告対象の判断」896件であった。この中には
の状況に関する相談や、事故にあわれた本人等からの相談が376件含まれていた。

医療事故報告対象の判断

2015年10月以降の死亡事例
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の状況
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4.遺族等からの求めに応じて医療機関へ伝達した件数徴値版1・(1)・⑤参剛
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要約版相談の状況

5.センター合議における助言内容および医療機関の判断徴値版1・(2)・④参剛
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*2023年の「報告した」は、 2024年1月31日時点までに医療事故発生の報告を受けた件数の再掲であり、「報告していない」には、一部、検討中のものを含む。
*センター合議」とは、医療機関が行う「医療事故か否かの判断」しこ関する支援として、センターの複数名の専門家らにより合議を行い、その結果を医療機関へ助言として伝え
るものてある。

センター合議は71件実施した。内訳は、「報告を推奨すると助言した」45件のうち、医療機関から医療事故報告されたものが26件であウた。また、「複2023年
数の考え方を伝えた」10件のうち、報告されたものは3件てあった。の状況
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6-1

故発生報告の状^

医療事故発生報告件数の推移徴値版参考2・(1)・①・i参罵
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*医療事故発生報告件数を四半期ごとに表記している。

2023年 医療事故発生報告件数は361件であり、 80~90件台四半期で推移してした
の状況
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6-2.コロナ禍における医療事故発生報告件数の推移徴値版2・(1)・①参剛
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要約版医療事故発生報告の状況

フ.病床規模別1施設あたりの医療事故発生報告件数徴値版2・(1)・⑥参剛
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1施設あたりの報告件数」は、 2016年~2022年は各年の1月~12月の報告件数ノフ年ノ施設数、 2023年は1月~12月の報告件数ノ施設數として算出し、有効数字2桁で表矛している。
施設数」は、 2016年~2022年の平均、 2023年ともに「令和4年医療施設調査」(厚生労働省)に基づき算出している。

2023年 1施設あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「900床以上」0.53件で、次いで多かったの力t「600床~699床」0.44件てあった。
の状況
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特定機能病院の報告割合徴値版2・(1)・⑤参剛9-1
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制度関始
からの状況

50%

!特定機能病銑の報告回数は「4回~6回」が呈も多く37.5%(33病院)であった。「1回~3回」は34.1%(30病院)、「7回~9回」け15.90。(14病院)、「10回
'~12回」は4.6%(4病院)、「13回~15回」は1.1%(1病院)、 n6回以上」は3.4%(3病院)て、報告実績がないのは、 3.4%(3病院であ・コた。

1回~3回

34.1%

B0病院]

*特定機能病院は、 88病院で集計している。

2023年 医療事故発生報告件数のうち、特定機能病院からの報告件数は15.5%(56件)であった。
の状況
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要約版医療事故発生報告の状況
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9-2.特定機能病院における報告回数
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3.4 %
(平均報告回数 5.0回)[3病院]

Ⅱ

7回~9回

15.9 %

[14病院]

*特定機能病院は、 88病院で集計している。

*特定機能病院の「病院数」は、2023年12月31日時点で特定機能病院の承認を受けている医療機関の報告実績であり、当該医療機関が特定機能病院として承認されていなかウた
期間の報告を含んでいる.
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要約版医療事故発生報告の状況

10.病床規模別医療事故発生報告実績の割合徴値版参考2・(1)・⑥参罵
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55.眺[61施設]
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報告実績なし 992%[179,636施設]

21.4%[143施設]

18.1%[66施設]

*この集計は、 2015年10月1日~2023年12月31日までの実績に基づき集計したものである。*報告実績あり(回数)は、 1つの医療機関ガ医療事故発生報告をした回数を示している。
*「施設数(総数)」は、「令和4年医療施設調査」(厚生労働省)に基づき算出している。

制度開々口病床規模数の大きな施設ほど、高い報告実績を示してぃる。
からの状況八

[917.0%

".97%[166,915

兜.4%[5,闘1施設]

[2,7闘]95.

即.6%〔乙505

79.9%[叙1 ]

62.4%[41 設]

542%[198

39.9%[6,

ユフ.^[3117.1%[19施設]

103%[4

[4 設]14

8回

0.9%

[13施設]

0%

2015年10月1日~2023年12月31日までの累計
施設数(総数) 181,093施設

158

111

10% 90%

1回

61.フ%

[899施設

3回

フ.フ%

[112施設]

司舮

医療事故発生報告施設における報告回数徴値版参考2・(1)・⑥参卿11

100%20%

9回

0.5%

[8施設]

2015年10月1日~2023年12月31日までの累計
報告実績あり施設数 1,457施設

(平均報告回数 2.0回)

53

19.6%[31施設]

制度閼始
医療事故発生報告回数は「1回」が呈も多く61.フ%(8的葹設)であり、複数回報告があった施設は38.3゜0558施設)であった。からの状況

30%

2015年10月1日~2023年12月訂日までの実績に基づき集言ILた毛のである。

2回

16.フ%

〔243施

40%

(施設数)

166,958

5,979

2,913

2,795

1,027

668

365

50%

5回

3.1%

[45施設]

4回

5.6%

[81施設]

6回

1.6%

[24施設]

60%

お.1%[9施設]

8.5%[5施設]

94%〔5施設]

7回

12%

[17施設]

10回以上

1.0%

[15施設]

70%

複数回以上
383%

[558施設]

80%
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12.1事伊11こ関与した医療機関数徴値版2・(1)・⑦参剛

複数の医療機関が関与

13.1%

B82件]

2施設

12.1%

B53件]

; 1.j '.

の集計は、医療事故発生報告の情報に基づき、センターが分類、集計したものである。

2015年10月1日~2023年12月31日までの累計

医療事故発生報告件数 2,909件

要約版医療事故発生報告の状況

複数の医療機関が関与していた事例は13.10。(382件)あり、そのうち、 2施設が12.1%(353件)、 3施設以上が1.0%(29件)であった。

13.事故報告半11断における支援状況と支援先の内訳做値版2・(1)・⑫・2・(1)・⑬参剛

1施設

86.9%

[2,527件]

3施設以上

1.0%

[29件]

支援を受けなかった

71.8 %

[1,4乃件]

支援を受けた

28.2 %

[579件]

Ⅱ

2018年1月1日~2023年12月31日までの報告件数 2,052件

この集計は、 2018年1月.日~2023年12月31日までに塩故報告をされだ医療機関への照会に基づき、センターが集計Lたものである'
1)「医療事故調責等支媛団体』とは、令和4年12月7日村厚生,絢省告示箆350号に定められた医学医術に閏する学術団体、その他厚生労尚六臣が定めた団体から構威される。

制度閤始
からの状況

20」8盆1月1己~20お年12月31日まてに朝告のあった2,052件のうち、事1女報告の判断における支援を受けたのは28.2%(579吽)あった、支援先として
は、丈奨団体が603%(349件)、医療事故誰責・支援七ンターが28.0%(162件)であった。

医療事故調査等

支援団体知)

603%

[3四件]

その他

11.6%

[67件]

両方

02%

[1件]

医療事故調査・
支援センター

28.0 %

[162件]

行政、保健所等

顧問弁證士、外部有識者

当該病院系列・グループ病院

外部の医師・病院等

保険会社

関係医会・関係協会・病院団体等

搬送先・解剖施設等

上記以外

計 67
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要約版医療事故発生報告の状況

14.病床規模別事故報告判断における支援状況徴値版2・(1)・⑭参刷

■支援を受けた

豆

0床
B1件]

1~19床
[67件]

20~199床
B70件]

0%

支援を受けなかった

20%10%

200~399床
[575件]

400 会9;疹]

30%

67.フ%〔21件]

600床以上
[534件]

40.0%[148件]

2018年1月1日~2023年12月31日までの報告件数 2,052件

40%

30.1%[1乃件]

71.6%[48件]

23.8 %[1B件]

50%

この集計は、

制度開始
からの状況

14.2 %[76件]

60%

.゛

.曇

2018年1月1日~2023年12月31日までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが隻計したものである。

事故報告の判断における支援状況は、病床規模1~19床が最も多く71.6%(48件)であった。次いで0床が67フ%(21件)であった。

.......
.......

15.事故報告判断における支援先の内訳(年別)徴値版2・(1)・⑬参岡

70% 80%

323%〔10件]

60.0 %[U2件]

90%

0

的.9 %[402件]

2023年

[87件]

2念.4% 119件1

762%[362件]

100%

85念%[458 ]

20

医療事故調査等
支援団体

37〔42.5%]

2022年

[71件]

2021年

[フ7件]

2020年

[99件]

2019年

[99件]

2018年

40

38 [53.5%]

47 [61.0%]

61 [61.6%]

64 [64.6%]

2018年1月1日~2023年12月31日までの支援を受けた報告件数

医療事故調
支援センター

32 [36.8%]

60 80

24 [33.既]

その他

18

[20.フ%]

2023丘
の状況

.
.
.

.
.
.

100

.
.

21 [273%]

120

9

[11.フ%

.................

31 [313%]

102 [69.9%]

.
.
.

7

[フ.1%

1 〔1.0%]支援団体及び
医療事敵罰査・支援センター11

[11.1%]

...........................

140

23 [23.2%]

579件

(件数)

160

31 之1.2%]
B

[8.9%]

____._^ノ

.
.

.
.

.

.

.
.

.
.

.

.
.

゛

゛
.
.

.
.
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.
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16.都道府県別医療事故発生報告件数徴値版2・(1)・⑧参剛

(件数)

400

350

300

250

北海道

プロック

200

東北

ブロック

150

368

154

100

関東信越
ブロック

50 Ⅱiiiiiil i'・'11
51

38 35 37

1520 2218
6

翻囲■匪匡0

188

154

東海北陸

プロック

97

制度開始
からの状況

2015年10月1日~2023年12月31日までの累計

医療事故発生報告件数 2,909件

要約版医療事故発生報告の状況

191

近畿

プロック

道府県別にみた制度開始からの医療事故発生報告件数が鼠も多かったのは「東京都」368件、次いで「愛知県」191件であった。

17.都道府県別人口100万人あたりの医療事故発生報告件数[1年換算](数値版参考2・(1)◆参照)

件数

6.0

144

117

中国四国

ブロック

1

5.0
北海道
プロック

4.0

東北

プロック

3.6

九州

プロック

3.0

関東信越

プロック

3.9._

3.2

2.0

2.4

3.1

29

112

1.0

2.0

2.5

31
21

0.0

Ⅱ

57

東海北陸
ブロック

4545 46
25

北岩宮秋山福茨栃群埼千東神新山長石岐静愛三福滋京大
海森手城田形城木馬玉京奈潟梨里"山川阜岡知蚕井賀都阪
道県県県県県県県県県都川'県県県'県'、県府府

4.9

2.5

1.6

*「人口100万人あたリ牙報告件数」とは、医痔事故発生報告件数ノ825ノ人口{「令和4年ノ、口推計」靴務省統計局ン]00万として算出しているa年換算}、

8

近畿

ブロック

1.5

2.5

2.1

メ.ロ!00万メ、あたりの医療事故発生報告件数(制度剛始からの累計)を1年換算した件数は全体で2.ε件ノ年であった。最も多かったのは「宮崎県」の
件・、続いて「三垣県」の49件、「大分県」の4.9件であった。

33

中国四国

プロック

27

2.6

2.0

37

33

県

1.0

3.4

32
3.1

九州

プロック

52

4.9

17

23
2.2

2.0

4.0

32
27
29

兵奈和島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖
良歌取根山島口島川媛知岡賀本分児縄
県山県県県県県県'県県,八県県島県

県 県

2.0

38

,ー

全体
28件年

1.9

^ー^
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要約版院内調査結果報告の状況

院内調査結果報告の状

18.院内調査結果報告件数の推移徴値版参考3・(1)勺)参剛

(件数)

120

Ⅱ

100

80

版

60

104

40

69

84

42

65

20

43

86

95

1月一.月一 7月~10月一 1月一 4月~ 7月~抑月一 1月~ 4月一 7月~ 10月~ 1月一 4月一 7月一 10月一 1月一 4月~ 7再~10月~ 1月一 4月一 7月一10月一 1月~'且一 7月~血月一 1月一 a月一 7月一 10月~月
月6月9月口月3月6月9月 U月3月'月9月並月3月6月9月1ユ月3月6月9月Ⅱ月3月6月9月1ユ月3月6月9月1ユ月3月6月9月口月口月

2021年 2023年2019年2018年2017年2016年

[319件][311件] [284件][355件][364件][361件][321件][7件][219件]

*院内調査結果報告件数を四半期ごとに表記している。

2023年院内調査結果報告は、319件であり、60~90件台ノ四半期で推移していた。
の状況

7

0

71

62

89

1,847
1,フ70

91

96

119

医療事故発生報告件数の累計と院内凋査結果扱告件捗の里計は、係ぽ1'mしナ

98

104

66

19.医療事故発生報告件数および院内調査結果報告件数累計の推移
(数値版参考2-(1)イ⑩一i・参考3-(1)一①参照)

83

88

65

90

(件數)

3,000

2,800

2,600

2,400

2,200

2,000

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

95

67

81

59

64 65

74

92

69

,

75

83

1,456,1,234

1,028 1,272
945

751857 1,070
652

15能
4871

^医療事故発生報告件數累計388

476 院内調査結果報告件数累計187

2216
功月~ 1月~4月~7月~10月~,1月~4月~ 7月~ 10月~1月~ι月~7月~即月~1月~4月~7月~ 10ヨ~ 1月~'月~ 7月~ 10月~1月、'月、 7月~二C月~1月~4月~7月~ 10月~1月~4月~7月~如月~
並 3月6月9月口月' 3月6月ヨ月Ω月3月6月9月並月3月6月9月12月3月6月9月 U月,月6月9月並月ヨ日 6月9月 n月3月ε月9月1ユ月

2023年2020年 2021年2019年

ロ"" i,

2,018

2,458
2,366

1 817
1633728

, 1

1,843 11784

1,717
1,627

1"る。'持移制度閑始
からの状況

2148

1 2,01子,083

1,420

2909

2.811
2719

2,632
2,548

2,451
2305,

2,248
2,174

J

1,607
UU
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起因した医療(疑いを含む)の分類別院内調査結果報告件数徴値版3・(2)・①参剛20-1

件数)

150

100

22.0

1.6 1

143.9

73
13

149

73

「起因した医療(疑いを含む)の分頬」は、厚生労働省医政局長通知(平成27年5月8日医政発0508第1号)の別添「医療に起因する(疑いを含む)死亡又は死産の考え方」に基づき、 2016年
~2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計Lたものであるが、 20玲年1月以降は医療機関から報告された院内調責結果報告の内容に基づき集計している。
「左記以外」には、院内感染、突然の心肺停止状態での発見等が含まれ、分類困難だったものである。

.起因した医療(疑いを含む)別に分類した院内調査結果報告件数は、「手術(分娩を含む)」が最も多く149件であり、次いで多かったのは「処置」36件であった。

診察

3

25925

要約版院内調査結果報告の状況

翻 2016年~2022年の平均値 B16.4件]

2023年 B19件]

検査等

38.9

090

20-2.病床規模別「起因した医療(疑いを含む)の分類」の割合徴値版3・(2)・③参剛

43
4 0.4 1

診察

83

翻

12

治療

0床

B5件]

1~19床

[95件]

20~199床
[447件]

200~399床
[726件]

400~599床

[575件]

①徹候、症状

フ.0

0%

10

10%

⑥手術(分娩を含む)

検査等

フ.0 9 8.610

匪

②検体検査
③生体検査
④診断穿剰
⑤画像検査

70% 80%40% 60%ツ

Φ徴候、症状

⑧投藁注射(軸血を含む) ③生体検⑤画像検
28.6% 20.0 %14.3 %

....●●●..■....■..'.....■●....■..."...JE」冒」」1」1」'」,」......■●●..■..■.......■....●■.........'.」.」.1」1」'」,」'」,」'」

迄繋量⑧⑥手衛(分娩を含む)
53 % 4.2 %73.フ%

274

20%

169

検体採取

治

6

モの他

^⑦知置

30%

⑥手術分娩を含む)

⑥手術(分娩を含む)
41.6 %

@投萎・注射(M血を含む)

働麻酔@医療根訟の使用
@りハピリテーション
@畝射謹治療

T堂償

8.00

⑥手術(分娩を含む)
U.9 %

制度跳始
からの状況

その他

⑥手術(分娩を含む)
46.1%

⑥手衛(分娩を含む)
46念%

@痩養
@転倒転落
⑮誤項
⑯庖者の隔甜

身体的拘東ノ身休抑制

御挫萎注射

フ.8 %'、1

⑦処置
12.5 %

麻酔

42%

左記以外⑰

T堂域

75

(τ処置

10.606

90%

⑧投薬・注射
住2%

⑦処置
13.390

1

100%
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要約版院内調査結果報告の状況

「手術(分娩を含む)」の内訳(数値版3・(2)・②参胸21-1

(件数)

30

Π

25

20

15

10

5 4.0 4

0

手術

*この集計は、「20-1.起因した医療疑しを含む)の分類別院内調査結果報告件数」に記載した「治療」のうち、「手術(分娩を含む)」の内訳である。
*手術は、「平成26年患妻調査厚生労働省)の「病院退院票」における手術名に茎づく分類である。
*「その他」の件数には、 2023年では気管切開術、 CVポート留置術、ペースメーカー植込み術等力含まれ、 2016年~2022年では、左記の他に頸動脈内膜剥離術、甲状腺全摘術
等が含まれる。

2023年
「手術(分娩を含む)」の内訳で、院内調査結果報告件数が呈も多かったのは「その他の内視鏡下手術」の26件であった。の状況

翻 2016年~2022年の平均値[143.9件]

2023年[149件]

26

,5

21-2.病床規模別「手術(分娩を含む)」の内訳の割合徴値版3・(2)@)参則

(筋
四骨
肢格
体系
幹手
)術

53

213

8

23

0床
[2件]

0%

1~19床
[70件]

10%

内そ
視の

17.1

20~199床
[186件]

20%

15

200~399床
B26件]

30%

開腹手術
17.フ%

400~599床
[265件]

40%

(分
含帝娩

開腹手術
18.106

600床以上
BI0件]

血

開腹手術
132%

50%

分娩(帝王切開術を含む、)
88.6%

その他 1伽.0%

*:の集計は、「2C,、1.起因した医療疑いを含t0 の分類別院内調査結臭報告件数」に記戦したn台療」のうち、「手術(分娩を含む」の内訳である。
*手術は.「平成26年患者鯛査」(厚生労働雀)の「病院退院票」における手術名に基づく分類である。
早「モの他」の件勤(累積)には、気管切開術、 CVポート留置術、ペースメーカー植込み術、郵動脈内膜剥献術、早状腺全摘術等が含まれる。

制度闘始「手術{分娩を含む)」の内訳で、院内調査結果報告件数が景も多かった仍は、1~19床では「分挽(帝王切開術を含む)」886%、 20~199床では「筋骨格系手術(四肢
からの状況ι休幹)」22.0%、 200~399床では「開腹手術」181%、 400~599床では「腹腔鐘ネ手ず」16.6%、 600床以上でけ'経皮的血管内手術」19.0%であ.た。

腹腔娩下手術
B4乎

的

血管手術
163%

開腹手術
12.9%

60%

経皮的

血内
15.8%

その他の内視釧下手術14

筋骨格系手術
(四肢体幹)
10.0%

●●..'曇●.'..●●...曇●.

モの他の之ユその筋格系手衛(四肢体)
内視鏡下手術%

22.0% 10■%

70%
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14.0 %

的
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190%

、^

腹腔鏡下手術
16.6 %

^^^^^.^■^^^^^^

80%
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.
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90%
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15'%
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(四鼓休)
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22.患者死亡から医療事故発生報告および院内調査結果報告までの期間
(数値版参考3-(1)一⑧・i,ii参照)

(日数)

450

400

350

医療事故
発生報告

300

250

200

278
280

244

232231

150

186

154

100

344353
336 329 333

309308 286 323

265

95

50
111,3 19 園 19、20、2121-ー、24

陶岡曳園

10月一 1月一4月一7月一10月一1角一●月一,月一10月一1月一4月一7貞一10月~1月~4月一フ"~10月一1月一4月一7月一10月一1月一4月一7月一10月一 1月一.月一 7月一10月一1貞一4月一 7月一 10月一
1ユ月3月'月9月1ユ月3貞 6興,月1ユ月ヨ円'月,月1ユ月,月6月,月1ユ月,月6月,月1ユ月ヨ月'月,月1ユ月3月6月9月1ユ月ヨ月'月,月1ユ月

67

[7件]

*1力月を30日として集計している。

死亡から医療事故の判断に要した日数の中央値は43日、医療事故発生報告から院内翻査結果報告までに要した日数(院内調査)の中央値は270日であった。2023拜
また、死亡から院内調査結果報告までに要した日数の中央値は351日てあった。の状況

[219件]

要約版院内調査結果報告の状況

352

[321件]

23.院内調査結果報告までに要した期間とその理由徴値版参考3・(1)・7参胸

(重複計上)
告までに嬰した期間

2年6か月以上件数

373228 33 32 2836

339

315

266

340

339

387369

死亡から院内調査結果
報告までの期間(中央値)

^死亡から医療亭故発生
報告までの期間(中央値)

死亡から

院内調査結果報告く日数)

2023年

中央値 351

竿均値 4鶚.5

短 29

長 1,827

医療故発生報告から

院内調晝結果報告く日数

2023年

中央 270

平均 372.9

短 0

1,815

^死亡から
医痩事故発生報告日數

20?3年

43中央値

85.6平均

3

940
[361件]

407

360
303

333

2019年

[364件]

理由

制度 制度の理解不足

解剖結果が出るまで、
もしくは司法解剖の結果が得られず時間を要した

外部委員の派遺に時間を要した

委員会催の日程調蓑に時を蔓した

調検討および再発防止策に時を要した

報管書の作成に時間妄要した

支援団体との支援調整に時間を嬰した

數の報告事例をかかえ時を要Lた

他の案務があり時問を要した

遺族側の情により時間を興した

遺族への調査結果の説明やその後の対応に時間を要した

コロナ対応のため時間を要した

担当者が交代したため、
もしくは人員削減により時間妄要した

報告することを失念していた

示談締結もしくは係争となり時を要した

特に要因はない

43 37

[355件]

2833 33 35 32

[3"件]

494946425494946 ' 40

37

[284件]

15271

にi年5t、痔以上要した64件につVて集計している。

Ⅱ

[319件]

1年6か月以上

~2年未満

次いで「遺族への調査綛果の説明やモの径の対

2年以上~

2年6か月未満

2023丘
の状況
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要約版院内調査結果報告の状況

解音11の実施状況徴値版3・(3)・①参剛24-1

2023年

B19件]
実施あり91[28.5%〕

2022年

[284件]

2021年
B11件]

2020年

B55件]

2019年

B64件]

2018年

B61件]

2017年

B21件]

2016年
[219件]

100

94 〔33.1%]

110 B5.4%]

131B6.9%]

B9[38.2%

IU 〔39.99'

B3 [41.4%]

B3.8%]

150

................

200

なし 225 [70.5%]

2023年
の状況

250

解剖の実施件数は、院内調査結果報告があった319件のうち91件であった。

1闘[貼ユ%]

196 [63.0%]

2玲[61.4%〕

2U[61.5%]

217 [印.1%]

1郎[58.6%]

24-2.解剖実施ありの内訳(数値版3・(3)・①参照)

■....●●..'曝

300

145 [662%]

350

、.

不明

3 [0.9%]

0

2023年
[91件]

(件数)

400

10

2[0.フ%]
Ξ",11111

20

...■...●■●●■.

5 [1.6%]

2022年
94 ・]

2021年
[110 ・

2020年
131 C

2019年
[139件]

2018年
[1U ・

2017年
[133件]

2016年
〔74 ・

30

,Ξ.'●1.Ξ'

病理解剖 63[69.2%]

40 50

6 [1.フ%]

1[03%]

60

^

70

69[73.4%]
""■.●●●...■

85 [フ739']

101 [フフ.1る]

102 [73.4%]

120 [833%]

109 [82.0%]
.......■.●■●●●..

B
[1.4%]

[17.6%]

3[4.1%]

13080

司法解剖

23 [253%]

盧「死因身元調査解音Ⅱとは、 2013年4月1安施イ="讐亨等が取り扱う死件の死因又は身元の調晝等に関すミ法律_に基づく解島子る

解。」実施あり91件の内ミロは、病涯解急!が63件で、司法解剖は23件、行政解剖け2件、死因身元調音解判様3件であウナ・。

解剖実施あり

1[08%]

4[2900]

お[16.0%] 1[07%]

21[15.8%] 1[08%]

2[15%]

90

2023年
の状況

100 110

行政解剖 2[2.2%]

57 [フフ.0%]

.........

................

..

.阜
■.

..
..

140

お〔24.5%]

死因身元調査解剖
3B3%]

(件数)

150120

2[18%]

29[22.1%]
3[22%]

和[21.6%]

%1

、3.1[1.1%]^^

1[1.1%]
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24-3.病理解剖実施なしの理由<4か月間の集計>徴値版参考3・(3)・①i参剛

2023年9月1日~2023年12月31日までの累計

医療事故発生報告件数 120件/解剖実施なし件数96件

病理解剖を実施しなかった理由 件数

57病理解剖の実施を説明したが同意を得られなかった

21病理解剖は必要ないと判断した

11病理解剖以外の解剖(司法解剖)となった

4警察対応等となった

3不明

96

の集計は、病理解剖の必要性の説明の有無について具体釣状況を把握することを目的にセンターカ病理解剖を実施しなかった医療機関に照会した内容をまとめたものである
の集計は、試験的な試みとして照会期問を2023年9月1日~同年12月31日までの4か月問に限り、医療事故発生報告に基づき隻計Lている。

2゜23拝解剖を実施しなかった理由は「病理解剖の実施を説明したが同意を得られなかった」が57件で最も多かった。次いで「病理解剖は必要ないと判断し
9月~12月
の状況ナこ」が21件で、「病理解剖以外の解剖(司法解却D となった」が11件であった。

要約版院内調査結果報告の状況

25.死亡時画像診断(Ai)の実施状況徴値版3・(3)・②参剛

2023年
B19件]

実施あり117[36.フ%]

2022年
[284件]

2021年
311件

2020年
355件

2019年
B64件]

2018年
361件

2017年
B21件

2016年
219件

100

UO [38.フ%]

106 B4.1%]

124 [34.9%]

124 〔訓.1%]

116 B2.1%]

115 B5.8%]

85 [38.8%]

150

Ⅱ

200

*「実施あり」は、医痩機関が死亡直前に撮影したCTをAiと判断Lナ・ものも含んでいる。

2023年
の状炉

なし 192[602%]

250

^.^"

Aiの実施件数は、院内剰査結果線告があった319付のうち117件であった。

166[詣.5%]

蜘[餌.酌6]

御〔6之3%]

2謁[砧.4%]

祁[訂3%]

..

..........

300 350

134[612%]

不明 10 [3.10。]

8 [2.8%]
""J.'ノ゛子J子

(件数)

400

201 6之

....■.●■●..

6 [1.9%]
J゛ノノ.●.......■....
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2 [0.5%]
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要約版院内調査結果報告の状況

26.解音11とAiの実施状況の内訳徴値版3・(3)・③参剛

0

2023年
[319件]

実施あり 170

解剖のみ実施

[31.2%]

50

2022年
[284件]

2021年
[311件]

2020年
[355件]

2019年
[364件]

2018年
[361件]

2017年
[321件

2016年
[219件]

100

45 29.0%

[533%]

A1のみ実施乃

^

.

155 [54.6%]
9 31:6%

..

178 [5フユ%〕
38 213%:

.... ...

207 [583%]
48 23.2%

:

208 L57.1%」
55 [26.4%]

205 [56.8%]
26.8与6.

....

191 [59.5%]
:'・ 57・ 29:8%

......■■.●■●■..'

150

72 40.4%

....■..

:1

33

83 40.1%

84 [40.4%

200

*A1が実施されたものについて隻計Lている。

制.度聞始 Aiの実施は899件で、最も多かうたのは 300~399床」 の138件

からの状況てあうた全体の89900が報告施設て実施していた。

61 39.4%

89 43.4%

*解訓およびAの実施状況が不明なものは、1実施なし」として集計している。

2023年院内調査結果報告があった319件のうち、解剖またはAi、およびその両方が実施された件数は170件であった。
の状況」゜

76 398

42 33.1%

95 98

.

250

2

68 38.ユ

実なし 19 [妬.フ%]

20

127 [58.0%]
:32 252%.

..昆.■●■"

70

27.病床規模別病理解剖およびAiの実施件数徴値版参考.・(.)・①・'・参考3・(3)・②参剛

1お[45.4%]

珊〔4之8%]

1開[41.フ%]

156 [42.9%]

156 [432%]

BO [和5%]

300

76 36.フ%

'■●●.■...

..

53 4 7

69 33.2%

病理解剖

61 29B

350

....昆..■■.●●●●.■■""

58 304%]

92 [4之0%]

(件数)
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400
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*病理解剖が実施さ九たものについて隻計してしる

制度閲始病理解剖の実施は706件で、艮も多かったのは厶00~499床」の
からの状況 127件であった。199床以下の施設では、他施設ての解剖実施が

多かうた。
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28.起因した医療(疑いを含む)の分類別解剖実施の割合徴値版3、③、④参剛

■行政解剖 不明

40%30%20% 50%0% 100%60% 90%10% 80%70%

ユ.3%[4件]
之3%

27.6%[48件] 54.6%[95件]徹候、症状 10.9%[19 件] [4件]
α繍'

16.フ%[2 件] [10件]833%検体検査

ず為26.6%[17 件] 65.6%[42 件]生体検査

診断穿申1検体採取 51.9%[お件]開.1%[26件]

画像検査 0.9%

長偽[鈎件] 65.2%[73 件]30.4% [1件]

投藁注射 0.5%
19.9%[41件] 67.5%[139件]12.1%[25 件]

(輸血を含む)

部3%[5件]16.フ% 1ユ件1リハビリテーション

03%処置 665%[206件]24.8%[フ7 件] '.4%【芯件] [1件]
03"重冨■,'%【U件

0.4%手術 343%[398件] 印.8%[705件] 5件]
(分娩を含む) 【'枠】05

29゛C
32.4%[11件] 529%[18件]麻酔 [4件]11.8% 1゛1

25.0%[1件] 75.0%[3 件]放射線治療

医療機器の使用 1579、〔11件] 143%[10件] 70.mι[49 件]
エフ%療養 67.8%[40件]お.フ%[14件] [1件]

1.フ%
転倒・転落 フフ.6%[45件][9件]15,5% [1件]

ι4%
誤咳き5%〔6件] 88.フ%[63件] [1件]

工4 1
隔離身体拘東 4,%

BO% B件]゛ 21.フ%[5 件]47.8%[11件]身体抑制 87% Q件] {1件]

0■%ヨ.0%
24念%[31件] 64.既[81件]上記以外 [1件]〔10件〕

1.'%【ユ件】

上記以外」には、院内感染、突然の心肺停止状態での発見等が含まれ、分類困難だったものである.芙ミ 1

制度聞始起因した医療(疑いを含む)の分類別解剖実施の割合は、病理解剖は診断穿刺・検体採取が48.1%(26件)、司法解剖は隅離・身体拘束ノ身体抑制が
からの状況 47.8% a1件)であった。

病理解剖

9■%

[件]
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[件]
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実施なし
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29.院内調査委員会における外部委員※Dの参加状況徴値版3・(4)→④参剛
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尋.'

5人以上M

●人壮
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2023年
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59
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1人40
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2020年
[355件]

2019年
[361件]
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2017年
[321件]

2016年
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5人以上抑

5 寧
,,

30%

1人50 19.5%

17

参加あ

2人 98

1人53 1,3%

40%

1人70 2之8%

Ⅱ

1

50%

51 16.5%

^^^

[270件]85.4%

3人 61

1人6ユユ0.1%

*饒内調査委員会の設度、開催「tな力っだもの衣除いて襲計している

派い「外部委員」には、医療事故調査等支擾団休汝リ等からの支援による委員がきまれる。

楽か「医療事故弱査笠支援団体」とは、令,04年12月7日付厚生労勲省告示第350号に定めみ力た医学医術に謁オる字術団1工、その他厚生労働大臣が定め丸団ぱ力ら構成さ、

ユ人84
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2023圧
の状j兄

.

1人51 酋■%

21゛

゛

ユ人10之診ユ%

M.5%

70%

2人 114

院内胴査結果報告316件のうち、外部委員の参加があったのは35.ι%(270件)であった。そのうち老加ム、数は 2人」が3630。と艮も高く、次いで「人」
が?2.6%であった。
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要約版院内調査結果報告の状況

30.再発防止策の記載状況徴値版3・(5)イ⑩参卿

0%

Ⅱ

2023年
[319件]

10% 20%

2022年
[284件]

2021年
[311件]

2020年
[355件]

2019年
[364件]

2018年
〔361件]

2017年
[321件]

2016年
[219件],

30%

「"

40%

4

ι1

1モ操

50%

再発防止策の記載あり

97.5%[311件]

..

60%

*「記載なし」とは、院内調査結果報告書に再発防止笈の記載力なかったものである。

2023年 院内調査結果報告があった319件のうち、再発防止策の記載があった事例は311件であり、全体の975%であうた。
の状況

70%

94.フ%[269件]

98.4%[306件]

96.3%[342件]

96.2% B50件]

80%

31.院内調査結果報告書のぺージ数 (数値版 3-(フ)一①参照)
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「防止策なし」と記あり 13%[4件]

95.6%[345件]

92.5%[297件]
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1~3ページ
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*院内鯛晝姑果撮告婁の麦#氏目次、添世資料などを静いたぺージ数をセンターが隻計したものである。
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院内調杢結果報告書のぺージ数はno~12ページ」が蟲も多く18.5%(5叶打であった.
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センー調査の状j

32.センター調査対象件数と依頼者の内訳徴値版4・(1)・①②参剛

センター調査対象件数

院内調査結果報告件数(累計) 2,541件

センター調査対象件数
9.200

[233 件]

センター調査依頼なし
90.800

[2308件]

依頼者の内訳

15年10月~12月はセンター調査の依頼は0件であった。

2023拜院内調査結果報告件数の累計は2,541件であり、センター調査対叡となった事例は92%(233件)であった。センター調査の依頼は30件であり、依頼者
の内訳は、「医療機関からの依頼」が9件、「遺族からの依頼」が21件であった。の状況
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